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平
成
26
年
6
月
17

日
か
ら
19
日
ま
で
の

3
日
間
、
6
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
、
一

般
会
計
補
正
予
算
案

7
件
、条
例
の
制
定
・

改
正
案
4
件
、
財
産

の
取
得
に
つ
い
て
１

件
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
2

件
の
合
計
13
件
の
議

案
と
、
発
委
１
件
、

報
告
２
件
が
原
案
通

り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、

10
人
の
議
員
が
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算（第

２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

（
第
1
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

（
第
1
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（
第
1
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
介
護
保
険
事
業

計
画
等
策
定
委
員
会
設
置

条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
地
域
強
靭
化
計

画
策
定
委
員
会
設
置
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
委
員
会
の
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例賛

成
多
数

　

反
対
議
員　

岡
田　

和
夫

　
　
　
　
　
　

手
塚　

征
男

◦
財
産
の
所
得
に
つ
い
て

◦
南
勢
・
南
島
庁
舎
構
内
電

話
交
換
機

全
員
賛
成

◦
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
２
件
）

◦
東
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

全
員
賛
成

◦
統
合
保
育
所
新
築
工
事

全
員
賛
成

議
　
　
案

平
成
26
年

第
２
回
定
例
会

発
　
　
委

◦
南
伊
勢
町
魚
消
費
拡
大
応

援
条
例

全
員
賛
成

◦
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て
（
２
件
）

◦
一
般
会
計

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◦
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

◦
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続

調
査
に
つ
い
て

報
　
　
告

そ
の
他

主
な
質
疑

給
付
金
制
度
は

　
　

議
員　

臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
方
法
と
期
間
は
。

　
　

福
祉
課
長

給
付
対
象
者
に
は
、
７
月

下
旬
を
め
ど
に
個
別
に
申
請

書
を
送
付
す
る
予
定
。
申
請

期
間
は
８
月
か
ら
11
月
４
日

の
約
３
か
月
間
、
事
業
期
間

は
６
か
月
と
す
る
。

７
月
号
の
「
広
報
み
な
み

い
せ
」
や
折
り
込
み
チ
ラ
シ

で
周
知
予
定
。

問答

申 請 を
忘れずに�
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補
正
予
算
　
主
な
質
疑

　
　

議
員　

農
業
振
興
費
の

「
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
の

対
象
者
の
負
担
率
は
。

　
　

水
産
農
林
課
長

こ
の
補
助
金
は
雪
に
よ
る

災
害
補
助
金
で
あ
り
、
５
軒

の
農
家
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
対
象
者
の
負
担
率
は
、

撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
0
、

再
建
費
用
に
つ
い
て
は
10
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

議
員　

病
院
移
転
地
に

つ
い
て
は
、
よ
く
理
解
を
し

て
い
な
い
住
民
も
い
る
の
で
、

き
め
細
や
か
な
説
明
が
必
要

で
は
。

対
象
者
の
支
払
い
は

整
備
計
画
は

使
用
料
金

相
互
理
解
が
必
要

　
　

防
災
課
長

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

津
波
の
国
・
県
の
想
定
に
お

い
て
は
、
今
の
場
所
で
は
浸

水
し
て
し
ま
う
の
で
、
病
院

の
建
設
場
所
は
想
定
外
を
な

く
す
高
台
移
転
が
求
め
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。今
後
、

推
進
委
員
会
を
設
置
し
検
討

し
て
頂
く
予
定
。

　
　

議
員

「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
」
の
具
体

的
な
整
備
計
画
は
。
ま
た
、

電
気
自
動
車
の
活
用
計
画
は
。

　
　

環
境
生
活
課
長

町
民
文
化
会
館
に
１
基
の

急
速
充
電
器
を
設
置
予
定
。

現
在
の
と
こ
ろ
南
島
地
区
の

設
置
予
定
は
な
い
。

ま
た
、
公
用
車
の
電
気
自

動
車
活
用
も
価
格
が
高
い
の

で
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　

議
員

電
気
自
動
車
充
電
器
の
使

用
料
は
ど
の
様
に
設
定
す
る

の
か
。

　
　

環
境
生
活
課
長

充
電
料
金
は
、
認
証
課
金

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
初
回
登

録
料
１
，５
０
０
円
の
ほ
か
、

毎
月
１
，
０
０
０
円
の
支
払

い
で
何
度
で
も
使
用
が
で
き

る
方
法
と
、
使
用
す
る
都
度

支
払
う
方
法
と
２
つ
の
料
金

体
制
が
あ
る
が
、
現
在
ど
ち

ら
を
選
択
す
る
か
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

　
　

議
員

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
赤
字
解
消
に
つ
い
て

の
解
決
策
は
。

　
　

議
員

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
赤
字
に
つ
い
て
は
、

協
定
書
に
基
づ
き
、
町
が
赤

字
の
半
額
を
補
填
し
て
い
る
。

赤
字
解
消
に
は
、
患
者
数
の

増
加
と
経
費
の
削
減
に
努
め

る
事
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　

議
員

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
」

に
は
、期
待
を
し
て
い
る
が
、

今
後
の
進
め
方
と
内
容
は
。

　
　

行
政
経
営
課
長

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

は
、
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
発

電
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
よ
り
、
農
林
・
水
産
業

の
振
興
と
六
次
産
業
化
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

議
員

南
勢
種
苗
セ
ン
タ
ー
の

修
理
費
に
つ
い
て
内
容
説
明

を
。

　
　

水
産
農
林
課
長

平
成
10
年
に
発
電
機
を
購

入
。
耐
用
年
数
15
年
が
過
ぎ

て
い
て
何
か
と
支
障
を
き
た

し
て
い
る
の
で
、
今
回
エ
ン

ジ
ン
部
分
を
取
り
換
え
る
。

　
　

議
員

教
育
委
員
会
職
員
の
給
料

が
減
額
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

期
末
勤
勉
手
当
・
共
済
費
が

増
え
て
い
る
の
は
。

　
　

総
務
課
長

当
初
予
算
に
て
計
上
誤
り

が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
修
正

し
た
。

期
待
を
し
て
い
る

誤
り
で
す
か

修
理
内
容

問問 答

答

問

問

答

答

問

問 問

答

答 答

電気自動車の充電風景（町内）

赤
字
の
解
消

問答
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一
般
質
問

基本計画最終年度の主な取組は

26年度経営方針を作成　町長

問
若
者
定
住
促
進
・
雇

用
創
出
・
産
業
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
医
療
・
福

祉
・
介
護
等
の
課
題
に
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
計
画（
絆
プ
ラ
ン
）に

お
け
る
、
平
成
25
年
度
３
月

ま
で
の
進
捗
状
況
と
残
さ
れ

た
課
題
は
。

答
町
長　

こ
れ
ま
で
に

予
算
計
上
し
実
施
し

た
事
業
の
ほ
か
、町
立
病
院
・

保
育
所
等
の
高
台
移
転
、
二

次
避
難
所
整
備
、
地
域
包
括

ケ
ア
へ
の
取
組
、
新
火
葬
場

の
建
設
な
ど
、
継
続
的
に
取

組
を
進
め
て
い
る
。

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

は
、「
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
」
等
が
発
表

し
た
人
口
減
少
問
題
や
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震

津
波
対
策
等
が
本
町
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町民起点のまちづくり

保
育
園
の
跡
地
利
用
は

地
元
と
の
協
議
を
進
め
る
　
町
長

問
統
合
保
育
園
（
南
島

保
育
所
・
さ
ざ
な
み

園
）
移
転
後
の
旧
南
島
西
中

学
校
と
旧
保
育
園
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答
町
長　

新
し
く
統
合

す
る
保
育
園
は
、
平

成
27
年
度
４
月
開
園
を
目
指

し
事
業
を
進
め
て
い
る
。
南

島
西
中
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
今
年
１
月
か
ら

４
回
に
わ
た
っ
て
地
域
の

方
々
に
検
討
い
た
だ
き
、

活
用
計
画
案
を
提
出
い
た
だ

い
た
。
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
要
望
を
ふ
ま
え
、
協

議
を
進
め
る
。

◦
小
中
学
校
の
土
曜
日
授
業

に
つ
い
て

新統合保育園建設地

そ
の
他
の
質
問

掛橋　靖 議員
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一
般
質
問

若
者
定
住
対
策
は

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
組
み
込
む
　
町
長

あらゆる施策を連携させて

教
育
理
念
と
目
標
は

「
学
ぶ
力
」・「
生
き
る
力
」　
教
育
長

問
南
伊
勢
町
の
目
指
す

教
育
の
理
念
と
本
年

度
に
掲
げ
る
目
標
は
。

◦
福
祉
政
策
に
つ
い
て

努力して学ぶ力をつける

そ
の
他
の
質
問

問
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
少
子
高
齢
化
対
策
・

若
者
定
住
対
策
・
産
業
振
興

な
ど
を
、
も
っ
と
大
々
的
に

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
る
が
。

答
町
長　

人
口
減
少
に

伴
い
進
展
す
る
少
子

高
齢
化
対
策
・
若
者
定
住
対

策
は
、
緊
急
の
課
題
と
し
て

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
政
策
で
あ

る
と
考
え
る
。

取
組
を
進
め
て
い
く
上
で
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
の
中
に
若
者

定
住
対
策
の
視
点
を
組
み
込

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、

授
業
を
変
え
る
必
要
が
あ
る

し
、
子
ど
も
達
の
い
ろ
い
ろ

な
活
動
の
場
面
で
も
、
革
新

が
必
要
。

答
教
育
長　

具
体
的
・

重
点
的
に
取
り
組
む

目
標
は
、「
学
力
向
上
」「
防

災
教
育
」「
地
域
に
根
ざ
し

た
教
育
」
の
三
点
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、
た
だ
知
識
の

量
が
多
け
れ
ば
よ
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
物
事
を

し
っ
か
り
見
た
り
聞
い
た
り

し
て
、
自
分
の
力
で
考
え
表

現
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

岡本　眞 議員
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一
般
質
問

河村健志 議員

整
備
状
況
は

防
災
照
明
を
設
置
　
町
長

問
現
在
一
次
避
難
場
所

の
整
備
は
ど
こ
ま
で

で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

二
次
避
難
所
整
備
も
含
め
た
、

備
蓄
品
配
備
に
つ
い
て
の
防

災
対
策
は
。

答
町
長　

各
地
区
の
一

次
避
難
場
所
へ
の
避

難
道
整
備
状
況
は
、
当
初
計

画
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
昨

年
度
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
整

備
を
終
え
て
い
る
。た
だ
し
、

用
地
等
の
諸
条
件
に
よ
り
役

場
で
の
整
備
が
困
難
な
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
地
区
の
方
で

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
次
避
難
場
所
へ

の
目
印
と
し
て
、
太
陽
光
発

電
の
防
災
照
明
１
０
７
基
、

蓄
電
池
で
停
電
後
２
時
間
程

度
点
灯
す
る
安
心
灯
を
１
０

０
基
設
置
し
た
。
防
災
照
明

に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し

て
設
備
し
て
い
く
。

備
蓄
食
糧
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
に
見
直
し
を
行

い
、
１
年
に
１
万
４
，０
０
０

食
、
５
年
で
７
万
食
の
備
蓄

を
目
標
と
し
て
い
る
。

二
次
避
難
所
に
は
、現
在
、

非
常
食
糧
・
飲
料
水
を
備
蓄

し
て
お
り
、
本
年
度
は
避
難

所
用
敷
物
・
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
・

簡
易
テ
ン
ト
及
び
生
活
用
品

等
を
整
備
し
て
い
く
。

まずは身の安全確保を

閉
校
小
学
校
の
利
用
は

検
討
チ
ー
ム
を
作
る
　
町
長

問
閉
校
小
学
校
の
校
舎

と
付
帯
施
設
の
今
後

の
利
用
は
。

田曽浦区防災ハンドブック

そ
の
他
の
質
問

答
町
長　

今
後
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
役
場

内
に
各
学
校
校
区
別
に
検
討

チ
ー
ム
を
作
り
、
各
地
区
か

ら
報
告
い
た
だ
い
た
内
容
等

を
も
と
に
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

◦
町
民
体
育
大
会
に
つ
い
て



－ 7 －

一
般
質
問

手塚征男 議員

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
『
真
砂
寮
』
の
高

台
移
転
に
つ
い
て
建
設
用
地

確
保
の
見
通
し
と
今
後
の
状

況
は
。

答
町
長　

真
砂
寮
の
高

台
移
転
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
わ
た
ら
い
老
人
福
祉

施
設
組
合
と
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
用
地
は
、
町
所

有
地
を
活
用
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。
今
後
、
組
合

と
の
協
議
が
済
み
し
だ
い
、

基
本
設
計
な
ど
に
取
り
掛
か

か
る
。

安心な高台へ

整備の充実を

二
次
避
難
所
の
役
割
は

一
時
的
な
生
活
確
保
　
町
長

問
南
島
地
域
で
二
次
避

難
所
に
す
る
予
定
の

施
設
と
収
容
で
き
る
人
数
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
か
。
最
小
限

必
要
な
も
の
と
し
て
準
備
を

考
え
て
い
る
も
の
は
。

答
町
長　

南
島
地
域
の

二
次
避
難
所
は
10
施

設
４
，
０
４
５
人
程
度
収
容

可
能
と
な
る
。
役
割
と
し
て

は
、
災
害
時
に
住
宅
焼
失
、

倒
壊
等
に
よ
り
生
活
の
場
を

失
っ
た
方
を
収
容
・
保
護
し
、

一
時
的
に
生
活
が
可
能
と
な

る
機
能
を
持
つ
施
設
と
考
え

る
。
ま
た
、
二
次
避
難
所
に

必
要
な
も
の
と
し
て
、
避
難

所
用
敷
物
・
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
・

簡
易
テ
ン
ト
及
び
生
活
用
品

等
を
整
備
し
て
い
く
。
今
後

は
、
発
電
機
設
置
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
、
便
槽

設
置
等
二
次
避
難
所
運
営
が

◦
老
人
保
健
施
設
の
問
題

◦
南
島
西
中
学
校
跡
地
問
題

◦
高
校
に
通
う
バ
ス
の
問
題

◦
不
明
金
問
題

そ
の
他
の
質
問

実
施
し
や
す
い
よ
う
整
備
を

行
う
。

真砂寮の高台移転は

組合と協議中　町長
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一
般
質
問

田中喜一郎 議員

問
町
内
企
業
の
育
成
は
、

個
人
情
報
に
も
配
慮

し
た
、
介
護
予
防
と
福
祉
関

係
に
も
重
要
な
こ
と
で
は
。

答
町
長　

福
祉
関
係
の

町
内
企
業
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
昨
年
、
役
場
の

若
い
職
員
た
ち
が
取
り
組
ん

だ
「
誇
れ
る
ま
ち
の
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、

町
の
お
店
屋
さ
ん
の
「
あ

れ
？
」
と
い
う
気
づ
き
を
支

援
に
つ
な
げ
る
し
く
み
を
作

ろ
う
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

福
祉
課
に
お
い
て
こ
れ
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
商
工

会
と
協
議
を
始
め
て
お
り
、

ま
ず
は
高
齢
者
へ
の
対
応
な

ど
の
勉
強
会
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
認
知
症
の
ケ

ア
な
ど
を
考
え
る
と
個
人
情

報
へ
の
配
慮
な
ど
難
し
い
側

面
も
あ
る
が
、医
療
や
介
護
、

福
祉
な
ど
を
含
め
た
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
に
提
供
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
気
づ

き
と
見
守
り
の
仕
組
み
も
あ

わ
せ
て
地
域
包
括
ケ
ア
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

町のお店屋さん

「
地
籍
調
査
」
の
状
況
は

今
後
も
継
続
　
管
財
営
繕
課
長

問
当
町
に
お
け
る
「
地

籍
調
査
」
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
対
応
策
は
。

答
管
財
営
繕
課
長

平
成
25
年
度
現
在
、

三
重
県
下
で
は
、
24
市
町
村

が
着
手
し
て
い
る
が
、
２
市

３
町
が
休
止
状
態
と
な
っ
て

い
る
。

本
町
で
は
実
施
済
面
積

１
．
８
２
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
進
捗
率
０
．
７
６
％
で

そ
の
他
の
質
問

平
成
17
年
度
よ
り
休
止
し
て

い
る
。今
後
の
対
策
と
し
て
、

大
規
模
災
害
に
備
え
地
籍
調

査
の
前
提
と
な
る
『
都
市
部

官
民
境
界
基
本
調
査
』
を
昨

年
度
か
ら
国
土
交
通
省
へ
要

望
し
て
お
り
、
引
き
続
き
船

越
区
、
中
津
浜
浦
区
、
五
ヶ

所
浦
区
の
一
部
で
実
施
し
て

い
る
。

今
後
も
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
被
災
し
、
構
造
物
が
流

◦
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

失
し
た
場
合
で
も
、
境
界
を

復
元
し
、
迅
速
か
つ
円
滑
に

復
旧
、
復
興
が
可
能
と
な
る
。 地籍調査の様子

町内企業の育成は

勉強会から取り組む　町長
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一
般
質
問

山本周也 議員

問
町
立
病
院
高
台
移
転

事
業
に
お
い
て
、
整

備
の
必
要
性
と
緊
急
性
に
つ

い
て
病
院
及
び
町
民
か
ら
の

要
望
等
は
ど
う
か
。

答
町
長　

現
在
の
町
立

病
院
は
標
高
10
ｍ
で
、

利
便
性
と
し
て
は
良
好
な
場

所
に
あ
る
。

し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
に
伴

う
大
津
波
が
、
本
町
に
押
し

寄
せ
た
場
合
の
国
及
び
県
の

浸
水
想
定
に
よ
る
と
、
現
在

地
で
は
病
院
全
体
が
完
全
に

水
没
す
る
こ
と
に
な
り
、
患

者
さ
ん
や
職
員
の
身
の
安
全
、

ま
た
は
災
害
を
受
け
た
と
き

の
医
療
対
応
の
最
前
線
基
地

と
し
て
の
機
能
も
果
た
せ
な

く
な
る
。

こ
の
た
め
早
急
な
高
台
移

転
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え

る
。

希望の高台へ

定
住
・
移
住
促
進
は

町
民
と
取
り
組
む
　
町
長

問
他
町
で
は
都
会
に
住

む
田
舎
暮
ら
し
希
望

者
の
誘
致
活
動
や
、
Ｉ
・
Ｕ

タ
ー
ン
な
ど
の
移
住
希
望
者

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
町
と

し
て
も
、
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
は
。

そ
の
他
の
質
問

答
町
長　

日
本
全
体
が

人
口
減
少
社
会
の
中

で
、
急
速
に
進
む
本
町
の
人

口
減
少
は
将
来
を
考
え
る
上

で
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
捉

え
て
お
り
、
定
住
・
移
住
促

進
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

定
住
・
移
住
促
進
な
ど
重
要

な
政
策
に
つ
い
て
は
役
場
だ

け
で
は
な
く
、
町
民
と
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、

◦
新
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

◦
身
体
障
が
い
者
へ
の
福
祉

医
療
事
業
の
拡
大
に
つ
い

て
Ⅰ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
者
の
就
職
相
談
窓
口
を
役

場
に
設
置
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
さ
ら
に
移
住
促
進

を
図
る
た
め
に
も
官
民
協
働

に
よ
る
体
制
づ
く
り
な
ど
他

町
の
取
組
を
参
考
に
し
て
進

め
て
い
く
。

町立病院高台移転は

早急な対応が必要　町長

さ
ら
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
拠
点
施
設
と
し
て

町
立
病
院
を
位
置
づ
け
て
お

り
、
行
政
側
と
の
一
体
的
な

運
用
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
早

急
な
対
応
が
必
要
。

ええやんプロジェクト
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一
般
質
問

岡田和夫 議員

大地震への備えは

防災機能強化を図る　町長

問
大
地
震
に
備
え
た
一

次
・
二
次
避
難
所
整

備
の
進
捗
状
況
と
今
後
は
。

答
防
災
課
長　

現
在
２

４
１
箇
所
の
一
次
避

難
場
所
が
整
備
さ
れ
、
孤
立

が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は
、

簡
易
テ
ン
ト
・
簡
易
ソ
ー

ラ
ー
照
明
を
支
給
し
て
い
る
。

今
後
は
、
簡
易
ト
イ
レ

セ
ッ
ト
・
防
災
行
政
無
線
の

個
別
受
信
機
の
整
備
を
し
て

い
く
。

ま
た
、
二
次
避
難
所
に
つ

い
て
も
避
難
用
備
蓄
品
を
整

備
し
、
運
営
し
や
す
く
し
て

い
く
。

問
二
次
避
難
所
と
も
な

る
体
育
館
天
井
の
改

修
工
事
の
内
容
は
。

答
町
長　

建
築
基
準
法

に
適
合
し
た
耐
震
性

の
あ
る
天
井
材
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
機
能
強
化
改
修
工
事

を
行
う
。

安心のために

ど
う
進
め
る
の
か
介
護
施
設

計
画
的
に
施
設
整
備
を
行
う
　
町
長

問
保
険
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
一
体
化
の
た

め
に
は
介
護
保
険
施
設
は
欠

か
せ
な
い
。
民
間
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
進
捗

状
況
と
、
老
健
施
設
に
つ
い

て
は
。

そ
の
他
の
質
問

◦
町
立
病
院
移
転
計
画
に
つ

い
て

答
町
長　

広
域
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

設
立
許
可
に
向
け
県
へ
申
請

中
と
聞
い
て
お
り
、
役
場
も

含
め
事
業
開
始
に
む
け
た
調

整
を
行
っ
て
い
る
。
許
可
が

降
り
し
だ
い
、
造
成
工
事
着

工
の
予
定
。
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
も
、
設
立
許
可
に
向
け
、

県
へ
申
請
中
と
聞
い
て
い
る
。

介
護
施
設
の
建
設
に
関
し

て
は
、
町
に
ど
の
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
等
が
必

要
な
の
か
、
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
の
中
で
、
老
健
施

設
も
含
め
充
分
検
討
し
た
上

で
計
画
的
に
施
設
整
備
を
行

う
予
定
。

必要な施設を
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一
般
質
問

倉田　育 議員

問
町
内
の
農
振
指
定
地

域
の
現
状
と
、
大
規

模
災
害
を
予
想
し
た
、
有
効

活
用
は
。

答
町
長　

本
町
の
農
振

農
用
地
は
、
各
地
域

に
お
い
て
樹
園
地
の
山
林
化

や
耕
作
放
棄
地
等
が
見
受
け

ら
れ
る
。

今
後
は
、
土
地
利
用
の
現

況
調
査
・
地
目
等
の
確
認
作

業
・
地
権
者
の
基
礎
調
査
を

行
い
、
整
備
計
画
の
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
一

部
農
振
農
用
地
の
事
前
除
外

は
、
本
町
の
地
域
防
災
計
画

や
公
共
施
設
の
高
台
移
転
計

画
等
と
整
合
を
取
り
な
が
ら
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

農業を守る

情熱のある人を求む

獣
害
対
策
は

重
要
施
策
　
町
長

採
用
審
査
基
準
は

総
合
的
に
判
断
　
総
務
課
長

問
町
内
に
お
け
る
有
害

獣
の
駆
除
方
法
と
駆

除
後
の
処
理
方
法
は
。

答
町
長　

当
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
の
振
興
を
図
る
う
え
に

お
い
て
、
鳥
獣
害
対
策
は
重

要
施
策
で
あ
り
、
駆
除
と
防

問
少
子
高
齢
化
対
策
に

か
か
る
、
本
町
役
場

職
員
新
規
採
用
に
関
し
て
、

重
視
し
て
い
る
審
査
基
準
は
。

答
総
務
課
長　

役
場
職

員
採
用
の
審
査
基
準

に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
点

は
、
一
次
試
験
は
点
数
、
二

除
の
両
面
か
ら
進
め
て
い
る
。

駆
除
方
法
は
、銃
や
箱
わ
な
、

く
く
り
わ
な
、
大
型
捕
獲
檻

で
、
埋
設
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
一
部
地
域
か
ら
埋
設
場

所
が
不
衛
生
と
の
声
が
あ
る

の
で
、
月
に
一
度
見
回
り
を

行
い
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

農
業
振
興
地
域
の
活
用
は

整
合
を
取
り
な
が
ら
　
町
長

次
試
験
は
、
職
場
適
応
性
検

査
結
果
や
、
面
接
に
よ
る
協

調
性
・
積
極
性
・
堅
実
性
な

ど
の
項
目
に
よ
る
採
点
及
び
、

外
部
に
お
願
い
し
て
い
る
作

文
の
採
点
結
果
を
基
に
、
一

次
試
験
結
果
と
併
せ
て
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。
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一
般
質
問

澤村圭也 議員

問
本
町
内
の
国
道
・
県

道
に
は
道
路
に
覆
い

か
ぶ
さ
っ
た
樹
木
が
多
く
見

ら
れ
る
。
美
し
い
景
観
を
保

ち
、
観
光
客
の
誘
致
と
倒
木

に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
樹
木
の
伐

採
を
し
て
は
。

答
建
設
課
長　

町
内
に

は
国
道
が
１
路
線
、

主
要
地
方
道
が
５
路
線
、
一

般
県
道
が
８
路
線
あ
り
、
全

て
県
で
管
理
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
路
線
の
う
ち
１
路
線

を
除
い
て
除
草
が
行
わ
れ
、

車
道
に
つ
い
て
は
高
さ
が
４

メ
ー
ト
ル
未
満
で
外
側
線
を

は
み
出
し
て
い
る
枝
を
切
り

払
っ
て
い
る
。
歩
道
に
つ
い

て
は
高
さ
が
２
・
５
メ
ー
ト

ル
未
満
の
枝
を
切
り
払
っ
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
個
人
所

有
の
木
の
枝
で
あ
れ
ば
、
承

諾
を
と
っ
て
か
ら
行
う
が
、

立
ち
木
の
伐
採
は
行
っ
て
い

な
い
。 主

要
道
路
の
管
理
は

県
が
管
理
　
建
設
課
長

主要道路の環境整備を

長寿を祝う

問
敬
老
の
日
に
１
０
０

歳
以
上
の
方
と
そ
の

家
族
、
入
所
し
て
い
る
施
設

を
毎
年
訪
問
し
て
は
。

答
町
長　

本
町
は
高
齢

化
率
は
高
い
が
、「
健

康
長
寿
」
に
寄
与
す
る
、
高

齢
者
の
運
動
や
文
化
活
動
、

社
会
や
地
域
に
貢
献
す
る
活

動
な
ど
を
支
援
し
、
高
齢
に

な
っ
て
も
そ
の
人
ら
し
く
自

立
し
た
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

元
気
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
町
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ご
長

寿
を
と
も
に
祝
う
こ
と
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
が
、
皆
さ

ん
の
意
向
な
ど
も
伺
い
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施

で
き
る
の
か
検
討
す
る
。

長
寿
を
祝
っ
て
は

検
討
し
て
い
く
　
町
長
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一
般
質
問

山本芳隆 議員

撤去費用の助成は

慎重に判断　町長

問
本
町
の
『
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
』
に
お
い

て
、
調
査
対
象
と
な
ら
な
い

耐
震
度
の
な
い
空
き
家
の
う

ち
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
軒
数
と
、
そ
れ
ら

の
撤
去
費
用
助
成
に
対
し
て

の
考
え
は
。

答
町
長　

平
成
21
年
度

の
調
査
で
は
、当
時
、

８
９
０
軒
の
空
き
家
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
年
度
の
職
員

の
目
視
に
よ
る
実
態
調
査
で

は
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
と

カサゴ放流

思
わ
れ
る
空
き
家
は
、
12
軒

が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

地
区
懇
談
会
に
お
い
て
も
、

撤
去
や
取
り
壊
し
の
要
望
が

あ
り
、
役
場
内
で
空
き
家
等

に
関
す
る
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
中
で
空
き
家
の
撤

去
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、

個
人
の
資
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
費
で
撤
去
費
用
の
補

助
を
行
う
こ
と
は
、
慎
重
に

判
断
を
す
る
。

急げ危険の除去

問
水
産
業
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
藻
場
や
干
潟
が
保
た

れ
た
豊
か
な
漁
場
と
、
漁
業

所
得
向
上
の
た
め
の
、
種
苗

生
産
が
必
要
と
思
う
が
、
取

組
は
。

答
町
長　

町
内
に
お
い

て
も
藻
場
が
消
失
す

る「
磯
焼
け
」が
見
ら
れ
、
阿

曽
浦
で
は
漁
業
者
自
ら
が
漁

場
を
守
る
た
め
に
ガ
ン
ガ
ゼ

等
の
食
害
生
物
の
駆
除
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
。
宿
浦

で
は
こ
れ
に
加
え
、ア
ラ
メ
・

カ
ジ
メ
の
藻
礁
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
宿
浦
・
相
賀

浦
・
神
前
浦
・
古
和
浦
で
は

ヒ
ジ
キ
藻
場
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
種
苗
生
産
に

つ
い
て
は
、
ア
サ
リ
・
ア
ワ

ビ
・
カ
サ
ゴ
・
ア
コ
ヤ
貝
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

持
続
可
能
な
漁
業
振
興
は

再
生
と
資
源
管
理
の
継
続
　
町
長

そ
の
他
の
質
問

◦
介
護
に
つ
い
て
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つぶやきつぶやき 少し気配りを…
一人になってから毎日をどの
ように過ごそうかと考えること
が増えました。小島さん（小島
医院）へ行く以外は、家でテレ
ビを見てのんびりしています。
たまに町の行事や講演会のお知
らせをもらいますが、南島地区
からだと交通手段がないので行
けません。ご近所のお友だちと
お出かけもしたいけど、五ヶ所
浦ばっかりで残念です。催し物
がある時は直通のバスの手配を
お願いします。

（70代女性）

地元のよさを発信♪＼ (^o^)／
大学３年生の息子が、「夏休みに友達を
４人程連れて、帰るけどいいかなあ？」と
突然電話があり、ビックリしました。
友達とアルバイトをして、横浜に行くと
話していたのに、どうしたことか。
聞いたところ、どうやら自分の生まれ
育った町のことを、みんなに話し写真を
見せたら、「横浜よりいい。」ということに
なったようなのです。
家を離れて地元を再確認し、ありがたさ
を感じ、ふるさとの良さを友達に伝えてい
ることが、とても嬉しかったです。今年の
夏は、海の幸で『お・も・て・な・し』して
美し国を目一杯味わってもらおうと思って
おります。

（50代女性）

若者の定住を真剣に
前々から思っていたことですが、役場の職員
で町外に住み、通勤している職員が多いと思い
ませんか。法的には居住権の自由から問題ない
のかも知れない。しかし住民から見れば、じゃ
あ水害、災害、台風、地震等の時対応できるの
かという疑問や、さらに地元で生活し家庭を持
ち、子どもを育てることをしなくてこの地域の
実情が理解できるのかということです。さらに
町が少子化対策、若者の定住を真剣に考えてい
るというなら、行政側から率先して職員を定住
させ減少化に貢献すべきだと思います。

（60代女性）

あなたも
つぶやきませんか？

どんなことでも大丈夫です
（^^）/

みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを

200字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164
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みんなのみんなの
町にもの申す
私には住み慣れた家を離れた
く無くて一人暮らしをしている
85歳の母がいます。週２回の
デイサービスを利用しています
が、もっと身体が不自由になった
時に町内の介護施設に入れるの
だろうかと日々心配しています。
私は現在町営住宅に住んでい
ますが、家賃の高さと修繕の困
難等もあり、町外での生活も考
え始めています。議員は役場も
町長も町民を思い一生懸命やっ
ていると言いますが、確かにそ
うなのでしょうけど、伝わって
来ないのはなぜ？

（50代女性）

笑顔を
私が子供の頃は、近所に
もっと子供がいて学校が賑
わっていた。
今は、自分の通っていた
小学校がなくなり、子ども
達の通学風景も見られない
のが寂しく思う。母校がな
くなるのは寂しいけど、統
合した小学校で子供たちが
仲良くイキイキと育ってい
くことを願っています。

（40代女性）

沿線に花を
デマンドバスのなかで、近所のおば
ちゃんが「他地区の停留所や、道路は花
いっぱいできれいにしているのに、地元
のバス停のまわりは、かやや雑草で見苦
しかったので、草抜きをした。」と言っ
ていました。おかげでさっぱりとなり、
皆が気持ちよく利用しています。こんな
風な心配りは嬉しいですね。できれば、
道路の沿線が花でいっぱいになって、通
行していく運転手さんや皆の気持ちがな
ごんで自然と笑顔になれるといいと思い
ます。

（50代女性）

みんなで手を取り合ってみんなで手を取り合って
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議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
９
９
�
１
７
８
１

０
５
９
９
�
２
１
６
４

７
月
に
発
生
し
た
台
風

８
号
は
、
日
本
各
地
に
大

き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
広
報
特
別

委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命

し
て
か
ら
の
数
か
月
間
は
、

こ
の「
議
会
だ
よ
り
」の
重

み
、
そ
れ
ゆ
え
の
責
任
を

強
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

新
メ
ン
バ
ー
で
編
集
し
た

こ
の
第
1
号
は
、
課
題
も

残
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
発
行
に
至
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
食
中
毒
や
熱

中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
長

田
中
喜
一
郎

議会を傍聴しませんか
９月定例会が開催されます。
開催は９月９日～９月16日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をしてください）

町内のがんばっている人を紹介します！

南勢海洋少年団

設　立　　昭和47年
団員数　　15人

南勢海洋少年団は、「海に親しみ、海に学ぶ」を
モットーに青少年の健全育成と海辺の町にふさわ

しい活動を目的に、今から43年前の昭和47年（1972）５月５日に誕生しました。普段は手旗訓練
やロープワーク、カッター訓練を第２・４日曜（９時～ 11時）に行っています。また、日本連盟
主催の国際交流にも積極的に参加し、地域の海の掃除や40年続いている伊勢神宮までの耐寒訓
練は伝統行事になっています。今年８月９日（土）・10日（日）には私たちの町で中部大会を開催
します。カッターレースや巡視船の体験乗船も計画していますので、皆さんぜひ参加してください。

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで

議会広報特別委員会
委
員
長	

田
中
喜
一
郎

副
委
員
長	

掛
橋
　
　
靖

委
　
　
員	

山
本
　
芳
隆

	

河
村
　
健
志

	

倉
田
　
　
育

議
　
長	

上
村
　
久
仁

今
年
４
月
の
南
伊
勢

町
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
新
た
な
議
員
が

選
出
さ
れ
、
そ
れ
に
と

も
な
い「
議
会
だ
よ
り
」

の
ス
タ
ッ
フ
も
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
様
に
、

議
会
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の

ス
タ
ッ
フ
が

新
し
く

な
り
ま
し
た
！


